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この授業について



この授業について

• この授業は久木田水生と小川泰弘によって分担されている。

• 以下の説明は主に久木田の担当のパートについてである。



授業の目的

• 本講義では，人間同士の「技術を介した共生」に加えて，「技
術と人間の共生」という問題について考える．前者に関しては，
使用する言語が異なる人々の共生を支援する機械翻訳について，
自然言語処理の基本的な技術を含めて解説する．後者に関して
は，近年発達の著しいロボット技術の社会的応用（ドライバー
レスカー，ドローン，コンパニオンロボット，軍事ロボットな
ど）に関する倫理的問題について考察し，ディスカッションを
する．



授業で扱う話題

• ロボット技術は人間や社会をどのように変化させるか（させつ
つあるか）？

• 自律型兵器を使うことは非人道的か？

• 道徳的判断を機械に委ねることはどこまで許容されるか？

• ペットロボットやコンパニオンロボットは有害か？

• ロボット技術とプライバシー

• ロボットや人工知能は人間にとって脅威になるのか？





授業の方法

• 講義とディスカッションによる。受講生は講義を聴くだけでな
く、意見や疑問を表明するなど積極的な参加が求められる。ま
た毎回の授業の最後には、その日の授業を受けて考えたことや
疑問に思ったことなどを書いて提出してもらう。



スケジュール

• 10月 6日 久木田 1

• 10月13日 小川 1

• 10月20日 小川 2

• 10月27日 小川 3

• 11月10日 久木田 2

• 11月17日 久木田 3

• 11月24日 久木田 4

• 12月 1日 小川 4

• 12月 8日 小川 5

• 12月15日 小川 6

• 12月22日 小川 7

• 1月12日 久木田 5

• 1月19日 久木田 6

• 1月26日 久木田 7



自己紹介

• 久木田水生

• 専門は言語哲学、技術哲学、技術倫理。テクノロジーと人間、
社会の間の相互作用に興味がある。近年は特にロボット技術に
焦点を当てている。

• 2005年、京都大学で博士（文学）の学位を取得し、2014年よ
り名古屋大学大学院情報科学研究科に着任。

• メールアドレス： minao.kukita@is.nagoya-u.ac.jp

• ウェブページ： http://www.info.human.nagoya-
u.ac.jp/lab/phil/kukita/



自己紹介
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本講義のテーマについてもう少し



共生社会とは？

• 異なる人種や民族、異なる宗教・文化・言語などが一つの国
家・社会の中に平和的に共存している状態。

• このとき重要なのは異なる人間集団がそれぞれに持っている利
害や選好が、激しい衝突や一方的な抑圧・搾取が起こらないよ
うな仕方で調整されていること。



テクノロジーとの共生とは

• テクノロジーには利害や選好はない。単なる道具。

• テクノロジーと人間の共生というのは奇妙な表現ではないか？

• テクノロジーと人間、社会の間の複雑で密接な相互作用、ロ
ボットのような存在者に対して人間が持つ感情的なつながりを
考えるには、テクノロジーを単なる道具以上のものとしてみる
視点が重要である。



テクノロジーのインパクト：二つの「革命」

知的存在者としての人間の地位 道徳存在者としての人間の地位

Luciano Floridi
The 4th Revolution

(2014)

David J. Gunkel
The Machine Question

(2012)


